
文芸コーナー

市政の窓

ス
ポ
ー
ツ
結
果
（
敬
称
略
）

休館日…３日（木）、22日（火）、
　　　　毎週月曜日

　課題図書の貸し出し
　第60回青少年読書感想文全国コンクール
の課題図書は、八日市場図書館とのさか図
書館で、各１冊ずつ所蔵しています。１人
の子どもにつき１冊、期間１週間、予約の
取り置きは２日間とさせていただきます。
早めにご利用ください。
　詳細は、図書館ホームページをご覧くだ
さい。
　おはなし会（八日市場図書館）
日時…毎週土曜日14時から約30分間
問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）
　ドリームキッズ（のさか図書館）
日時…26日（土）10時30分～
内容…本の読み聞かせや人形劇など

問若林☎67－5965

図書館だより

短　　

歌

小
泉　

泰
淸 

推
薦

俳　　

句

八
木　

佐
久
司 

推
薦

寄　付（２万円以上）

匝瑳市歌謡愛好会
（代表・岡田陽子）様より …30,000円

のさかカラオケ友の会様より …30,480円

●市へ

●社会福祉協議会へ

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
大
切
さ

　

６
月
定
例
市
議
会
の
一

般
質
問
が
終
わ
り
一
息
つ

い
た
第
４
日
曜
日
は
、
母

校
・
匝
瑳
高
校
同
窓
会
の

総
会
に
出
席
。
帰
り
道
、

孫
の
習
字
の
初
展
覧
会
へ

足
を
運
ぶ
。
師
い
わ
く
「
書
の

良
し
あ
し
よ
り
も
堂
々
と
し
た

字
に
性
格
が
表
れ
て
い
る
」
と

褒
め
ら
れ
た
の
か
慰
め
ら
れ
た

の
か
妙
な
気
持
ち
で
あ
っ
た
が
、

孫
に
は
、
興
味
を
持
ち
末
永
く

取
り
組
ん
で
く
れ
れ
ば
と
期
待

し
た
い
。

　

午
後
は
楽
し
み
に
し
て
い
た

テ
レ
ビ
番
組
が
二
つ
。
一
つ
は

プ
ロ
野
球
セ
・
パ
交
流
優
勝
決

定
戦
。
そ
し
て
、
ゴ
ル
フ
日
本

一
を
決
め
る
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
中

継
で
あ
る
。
優
勝
争
い
は
、
34

歳
で
無
名
の
日
本
人
選
手
・
竹

谷
プ
ロ
対
韓
国
人
選
手
３
人
。

中
盤
の
流
れ
は
竹
谷
プ
ロ
に
向

い
て
い
た
が
、
初
優
勝
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
で
終
盤
失
速
す
る

中
、
韓
国
若
手
選
手
の
李
プ
ロ

が
猛
追
し
、
最
終
ホ
ー
ル
で
並

び
プ
レ
ー
オ
フ
に
突
入
。
こ
の

流
れ
で
は
、
李
プ
ロ
の
勝
ち
か

な
と
思
い
な
が
ら
野
球
に
チ
ャ

ン
ネ
ル
変
更
。
巨
人
の
優
勝
を

確
信
し
、
そ
ろ
そ
ろ
プ
レ
ー
オ

フ
が
始
ま
る
頃
と
、
再
び
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
ゴ
ル
フ
へ
。
す
る
と

テ
レ
ビ
画
面
か
ら
伝
わ
っ
て
く

る
異
様
な
雰
囲
気
。
李
プ
ロ
が

試
合
途
中
の
グ
リ
ー
ン
上
で
ペ

ナ
ル
テ
ィ
行
為
が
あ
っ
た
と
競

技
役
員
か
ら
の
指
摘
に
対
し
、

本
人
は
否
定
し
て
い
る
。
そ
の

場
面
は
テ
レ
ビ
で
実
況
中
継
し

て
い
た
が
、
私
も
含
め
多
く
の

人
が
気
付
か
な
か
っ
た
と
思
う
。

野
球
で
も
微
妙
な
判
定
に
は
ビ

デ
オ
で
確
認
す
る
時
代
。
本
人

は
悪
意
も
な
く
流
れ
の
中
で
の

行
為
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、

何
回
も
ビ
デ
オ
で
再
現
、
説
得

さ
れ
、
断
腸
の
思
い
で
ペ
ナ
ル

テ
ィ
を
受
け
入
れ
た
結
果
、
優

勝
決
定
戦
は
行
わ
れ
ず
、
今
年

の
ゴ
ル
フ
日
本
一
は
竹
谷
プ
ロ

に
輝
い
た
の
だ
が
、
本
人
の
気

持
ち
は
い
か
な
る
も
の
か…

？

　

私
は
ゴ
ル
フ
が
楽
し
け
れ
ば

よ
い
と
思
っ
て
プ
レ
ー
し
て
い
ま

し
た
が
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
厳

し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と
を
一

年
で
一
番
大
き
な
大
会
で
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
に

限
ら
ず
社
会
に
お
い
て
も
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
順
守
の
大
切
さ
を

再
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

№45

若
き
よ
り
掃
除
の
時
間
か
か
り
た
り
悲
し
さ
よ
り
も
情
な
き
か
な

 

若
潮
町　
　
　

伊
藤
登
美
枝

「
夏
は
き
ぬ
」
と
声
う
ち
上
げ
て
歌
い
つ
つ
農
道
歩
む
朝
の
散
策

 

平　

木　
　
　

大
木
ヨ
シ
子

雨
上
が
り
雫
を
含
み
て
揺
れ
光
る
ピ
ン
ク
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
ピ
ア
ス
の
如
し

 

八
日
市
場
イ　

木
島　

仁
美

歳
忘
れ
雪
の
月
山
み
と
れ
つ
つ
出
湯
も
近
づ
き
心
と
き
め
く

 

高　

野　
　
　

土
屋　

静
枝

牡
丹
咲
き
く
れ
ば
思
う
兄
の
戦
死
の
公
報
き
し
日
四
月
二
十
五
日

 

椿　
　
　
　
　

日
色　

和
江

連
休
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
取
り
し
宿
家
族
風
呂
で
背
を
流
し
合
う　

 

八
日
市
場
イ　

川
手　
　

芳

仏
壇
に
吾
の
育
て
し
切
り
花
を
供
え
て
清
し
朝
の
ひ
と
と
き　
　

 

山　

崎　
　
　

依
知
川
雅
一

わ
が
ハ
ウ
ス
の
西
瓜
二
十
本
整
然
と
蔓
を
伸
ば
し
て
葉
の
茂
り
ゆ
く

 

栢　

田　
　
　

小
川　

知
至

霧
深
く
日
輪
お
ぼ
ろ
に
昇
り
き
て
稲
の
葉
の
露
煌
め
き
を
れ
り　

 

野　

手　
　
　

大
木　

政
子

水
路
に
は
利
根
川
よ
り
の
水
満
ち
て
配
ら
れ
ゆ
き
ぬ
八
方
の
田
へ

 

野　

手　
　
　

伊
橋　

良
子

友
逝
き
て
早
や
三
年
か
同
郷
の
訛
り
の
あ
れ
ば
気
兼
ね
な
か
り
き

 

今　

泉　
　
　

稲
葉　

雪
子

　

船
の
一
隻
き
り
に
梅
雨
の
月 

八
日
市
場
ハ　

西
野　

棠
雨

川
口　

城
司 

推
薦

が
つ
さ
ん
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あ
て
先…

あ
て
先…

あ
て
先…

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

力
作

募
集
中

大
山
詣
り
　
　
　
　
　

春
海
を
歩
く

匝瑳

探訪
98

水神社にある石尊大権現の石宮

　

７
月
１
日
を
「
山
開
き
」
と
し
、

こ
の
日
か
ら
山
に
入
る
こ
と
が
許

さ
れ
る
と
い
う
習
わ
し
が
あ
り
ま

す
。
市
内
で
も
こ
の
日
に
「
お
浅

間
様
」「
浅
間
詣
り
」
な
ど
と
い
っ

て
浅
間
神
社
に
詣
る
地
域
も
あ
り

ま
す
。

　

各
地
区
に
ま
つ
ら
れ
る
神
社
に

は
本
殿
の
祭
神
の
ほ
か
、「
阿
波

様
」
と
呼
ば
れ
る
「
大
杉
大
明
神
」

（
大
杉
神
社
・
茨
城
県
稲
敷
市
）、

「
三
峰
大
権
現
」（
三
峯
神
社
・
埼

玉
県
秩
父
市
）、「
金
毘
羅
大
権
現
」

（
金
刀
比
羅
宮
・
香
川
県
仲
多
度

郡
琴
平
町
）
な
ど
の
石
祠
（
石
の

ほ
こ
ら
・
石
宮
）
を
境
内
で
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら

は
個
人
の
寄
進
に
よ
る
造
立
も
あ

り
ま
す
が
、
多
く
は
講
中
（
信
仰

す
る
仲
間
）
で
ま
つ
っ
て
い
ま
す
。

　

古
典
落
語
の
演
目
に
も
あ
る

「
大
山
詣
り
」
に
ま
つ
わ
る
「
石
尊

大
権
現
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

神
奈
川
県
伊
勢
原
市
大
山
に
あ

る
「
大
山
阿
夫
利
神
社
」
は
、
江

戸
時
代
に
同
社
を
参
詣
す
る
講

（
大
山
講
）
が
関
東
各
地
に
組
織

さ
れ
多
く
の
庶
民
で
賑
わ
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
春
海
・
水
神
社
（
椿

海
地
区
）
境
内
の
石
宮
を
含
め
４

か
所
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
大
山
講
供
養
塔
は
高
さ
90
㎝
余

り
の
石
宮
で
、
１
８
５
１
年
11
月

に
造
ら
れ
ま
し
た
。
台
石
の
部
分

に
講
員
50
人
の
名
が
刻
ま
れ
、
興

味
が
引
か
れ
る
の
は
伊
藤
、
石
毛
、

石
橋
、
鵜
沢
、
川
島
、
日
下
部
、

椎
名
、
杉
山
、
鈴
木
、
山
崎
、
吉

田
な
ど
の
姓
が
付
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。

　

春
海
・
水
神
社
は
椿
新
田
の
干

拓
後
、
１
６
７
８
年
に
新
田
３
社

の
１
社
と
し
て
ま
つ
ら
れ
た
由
緒

を
持
ち
、
広
い
耕
地
に
雨
を
も
た

ら
す
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
山
阿
夫
利
神
社
も
古
く
か
ら

雨
乞
い
信
仰
で
知
ら
れ
た
た
め
江

戸
時
代
後
期
、
春
海
村
の
人
た
ち

も
講
員
の
中
か
ら
毎
年
代
表
者
を

選
び
「
大
山
詣
り
」
を
代
参
し
て

続
け
た
の
で
し
ょ
う
。

　

１
８
４
８
年
８
月
に
は
東
谷
・

八
坂
神
社
（
平
和
地
区
）
に
同
村

の
18
人
の
講
員
が
石
宮
を
ま
つ
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
は
「
石
尊
大
権

現
塔　

大
天
狗　

小
天
狗
」
と
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
大
浦
・
星
宮
神

社
（
匝
瑳
地
区
）
境
内
に
も
１
８

６
３
年
６
月
に
宮
和
田
講
中
に
よ

り
石
宮
が
ま
つ
ら
れ
ま
し
た
。

　

稲
作
に
欠
か
せ
ぬ
降
雨
を
神
に

祈
っ
た
名
残
で
し
ょ
う
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

☎
73
・
０
０
８
０

せ
ん

こ
う
じ
ゅ
う

に
ぎ

お
お
や
ま

せ
き
そ
ん

あ　

ふ　

り

み
つ
み
ね
だ
い
ご
ん
げ
ん

げ
ん

ま
い

あ
ん
ば

せ
き
し

こ
ん
ぴ　

ら

川　　

柳

髙
梨　

果
宝 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

鉄
塔
を
下
り
る
鉄
音
梅
雨
夕
焼 

八
日
市
場
ハ　

大
川　
　

子

梅
雨
湿
り
開
け
立
て
軋
む
寺
障
子 

八　

辺　
　
　

依
知
川
き
よ

舟
走
る
利
根
に
似
合
い
の
行
々
子 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

月
光
を
独
り
占
め
せ
し
青
葉
木
菟 

若
潮
町　
　
　

最
上　
　

峻

梅
雨
寒
の
だ
あ
れ
も
い
な
い
時
計
店 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

藤
あ
か
り
そ
の
奥
に
あ
る
絵
画
展 

八
日
市
場
ニ　

中
川
ま
さ
子

薫
風
や
潜
水
艦
の
寄
る
港 

飯　

高　
　
　

安
藤　

建
子

吾
を
見
る
赤
子
の
横
目
夏
の
蝶 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

空
び
ん
に
牡
丹
一
本
切
つ
て
さ
す 

栢　

田　
　
　

加
瀬　

潔
子

野
菜
切
る
音
も
軽
や
か
水
温
む 

　

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

賑
や
か
に
孫
と
嬉
し
い
食
事
会 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

披
露
宴
花
束
受
け
て
嬉
し
泣
き 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

麻
酔
覚
め
生
き
返
っ
た
と
嬉
し
泣
き 

長　

谷　
　
　

石
毛
惣
一
郎

再
会
の
伯
母
は
満
面
笑
み
こ
ぼ
れ 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

梅
雨
晴
れ
間
ふ
っ
く
ら
布
団
久
し
振
り 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

歓
声
を
あ
げ
て
富
士
山
見
え
た
旅 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

初
産
に
嫁
さ
ん
称
え
孫
に
キ
ス 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

宅
配
の
箱
い
っ
ぱ
い
に
母
の
愛 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

乳
幼
児
浮
か
べ
た
笑
顔
恵
比
須
顔 

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

市
場
ま
つ
り

商工会管理
駐車場

八日市場小学校
●

中央駐車場

ＪＴ跡地

　千葉
●銀行

●公民館
 商工会館

●
幼稚園

●多田屋

●ポケットパーク

国道126号至千葉方面 至銚子方面

東本町西本町

吾妻庵
八重垣神社

もりもん●

ちいちい茶屋
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